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博報堂ＤＹホールディングス、VRC と資本業務提携契約を締結 

～3D アバターを活用したアバタープラットフォームサービスの共同開発を加速～ 

 

 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス（本社：東京都港区、代表取締役社長：水島正幸、以下 博報

堂ＤＹホールディングス）は、アバタープラットフォームサービスの共同開発を目的として、株式会

社 VRC（本社：東京都八王子市、代表取締役社長：謝英弟、以下 VRC）に対して新株予約権の引受に

よる出資を行い、資本業務提携契約を締結しました。今回の資本業務提携によって、3D アバターを活

用したコンテンツ/IP（intellectual property：知的財産）体験の提供や、新たな生活者エクスペリエン

スの研究、マーケティング/ビジネスソリューションの創出に向けた動きを今後さらに加速してまいり

ます。  

 

新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、アパレルやヘルスケアのコミュニケーション領域において

も生活者の顧客体験が大きく変化しています。新しい生活様式を模索する中で、最先端 3D 技術の利活

用にも注目が集まり、実空間やメタバースにおいて、3D 技術や 3D アバターを活用した新たな情報サー

ビスへのニーズが一段と高まっています。 

博報堂ＤＹホールディングスは、先端テクノロジーによって新たに生まれる生活者との接点を「生

活者インターフェース」と捉え研究を進める中で、生活者が一度専用筐体でスキャンし自身の３D ア

バターを生成するだけで、複数のアバター体験サービスが可能となる博報堂ＤＹグループ独自のサー

ビス「アバターサービスプラットフォーム構想」の実現を目指し、アバター技術を活用したマーケテ

ィングの可能性に取り組んできました。アバターは近い将来に、実空間のみならずメタバース空間に

おいても、「生活者と生活者」、「生活者と企業」とをつなぐ新たな接点となり、そこに新たな消費行動

やサービス体験が生まれ得るという考えのもと、複数にまたがるアバターサービスで発生する行動デ

ータを統合管理し、取得したデータに基づいてユーザーの嗜好性や行動を AI 技術などを用いて予測す

るレコメンドエンジンを開発、本人の嗜好性や TPO に応じたエクスペリエンスを提供していくという

ビジョンを描いています。 

そして VRC は、実生活の課題をバーチャルにより解決するというミッションのもと、「Ubiquitous 

Avatar Platform（ユビキタス アバター プラットフォーム）構想」を提唱しており、3D アバターを中心と

したクラウド型プラットフォームサービスを提供することで、社会生活の課題解決に取り組み、人々

の生活をより良くすることを見据えて活動しています。 

 

なお、博報堂ＤＹホールディングスは、2021 年に VRC と 3D アバター技術利活用の共同研究契約を

締結しております。また、傘下の博報堂と VRC は、生活者のアバターがバーチャル空間で同時複数試



 

着体験が可能となる 3D アバター試着サービス「じぶんランウェイ」のプロトタイプ開発など、3D ア

バター技術の利活用について共同研究を進めてまいりましたが、両者はお互いの目指すビジョンに共

感するなかで、それぞれの強みを掛け合わせてアバタープラットフォームサービスの共同開発を加速

していくことを目指し、今回の資本業務提携に至りました。 

 

 
 

今後、VRC が保有する 3D アバター技術と、博報堂ＤＹホールディングスが進めてきた次世代顧客

接点（生活者インターフェース）に関する研究ナレッジやアセットを組み合わせることで、3D アバタ

ーを活用したコンテンツ/IP 体験の提供や、新たな生活者エクスペリエンスの研究、マーケティングソ

リューション/ビジネスソリューションの創出を推進してまいります。 

 

これからも博報堂ＤＹホールディングスは、3D アバター技術の利活用についての価値検証や実社会

への実装を通じて、生活者にとってより良い社会の創造に取り組んでまいります。 

 

 

本件に関するお問い合わせ 

株式会社博報堂ＤＹホールディングス グループ広報・ＩＲ室 関田・成田・江渡  

03-6441-9062 koho.mail@hakuhodo.co.jp  

 


